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たからものと思い出
甲斐市立竜王西小学校二年　
　近藤　理桜
　わたしのたからものの一つに、ようち園で年長のときにつくった「しめなわかざり」があります。しめなわかざりのざいりょうのいねわらは、バケツ田んぼでおこめをそだててできたものです。
　おこめのたねのもみは、しお水にもみを入れるとうかぶものとしずむものがあるので、しずんだもみをたねにしました。たねもみをつかって、先生がなえといういねの赤ちゃんになるまでそだててくれました。バケツのそこに石をしきつめて、はたけにあるようなえいようのある土をたくさん入れました。それに水をたっぷり入れてプールみたいになりました。なえをバケツの中のどろのベッドにそっと、うえました。それからまい日、たくさん水をあげました。いつもお日さまで水がキラキラしてきれいでした。夏休みもいえにもちかえり、水やりをしておせわしました。いねがわたしのせにおいつくくらい大きくなったときはうれしかったです。ほができて、花がさいて、ほがだんだんかたくなるのをかんさつしました。いねかりは、先生がおしえてくれたとおりにしたら、かまでザクッと切れました。お日さまにしばらくほして、おこめといねわらができました。
　しめなわかざりは、ふゆ休みに入る前につくりました。先生がわたしの手をもって、いねわらをひねりながらあんで、なわにしていきました。あっというまになわになったので、まほうをかけているのかと思いました。できたなわをわにして、お正月らしいかざりをつけると、お正月にかざるんだなとようやくわかりました。
　しめなわかざりを見ると、おこめのほもつけたので、そだてたバケツ田んぼを思い出します。そして大すきだったようち園のことも思い出します。いつか大きな田んぼのことやしめなわかざりのことをしらべてみたいです。

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

